
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

歩

〆

千

五

十

六

歩

二

尺

八

寸

拝

領

地

鰭
込
歩
敏
二
十
九
歩
二
尺
、
地
子
銀
三
匁
五
分
二
厘
、
毎
歳
町
合

所
h
上
納
仕
候
。

右
拙
寺
居
屋
鋪
千
五
十
六
歩
二
尺
八
寸
停
燈
寺
中
興
千
岳
和
倫
隠
居

所
、
寺
祉
事
・
行
葛
巻
誠
人
殿
を
以
、
慶
安
四
年
拝
領
仕
候
。
外
に
競

込
分
数
等
、
右
相
記
上
v
之
申
候
。
此
外
雨
村
者
勿
論
、
何
方
・
よ
り
も

務
地
等
無
=
御
座
-
候
。
以
上
。

子
十
一
月
十
六
日

姪

寺

泉
寺
町

少

林

寺

印

体

少
林
寺
居
屋
敷
闘

皮
安
年
中
歩
一
高
歩
之
内
上
グ
残

程

三

十

四

間

冨+1I1
歩
千〆
五
十
ノ、

歩

尺
八.
寸
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三
十
五
問
阻
尺

右
拙
寺
境
内
御
給
園
之
遇
、
度
安
四
年
寺
枇
御
奉
行
葛
巻
蔵
人
殿
を

C 

畑
と
成
り
た
り
。
按
宇
る
に
、
玉
泉
寺
は
昔
常
善
寺
と
鋭
し
、
今
の
成

覚
寺
の
地
に
あ
り
し
時
も
、
門
前
地
多
く
寄
附
あ
り
け
ん
。
三
登
記

に
常
警
寺
の
寺
競
を
除
き
て
宝
泉
寺
と
改
め
ら
れ
‘
寺
の
向
う
と
横

町
・
野
町
の
際
ま
で
寺
の
門
前
地
に
被
ν
下
け
れ
ば
、
移
敷
地
子
を
取

上
げ
、
寺
の
雑
用
に
成
り
け
り
。
と
あ
り
。

O
豆
泉
寺
施
行
米

奮
藩
中
は
隠
代
の
年
忌
法
舎
の
際
、
玉
泉
寺
の
施
行
米
と
て
、
玉
泉

寺
に
て
貧
人
共
へ
米
穀
を
賜
は
る
奮
例
友
り
。
共
の
節
貧
人
共
を
内

門
前
地
の
門
内
に
集
め
置
き
‘
人
員
を
取
し
ら
ぺ
、
玉
呆
寺
の
門
内

に
於
て
、
施
行
米
を
渡
し
け
り
。
陥
随
筆
に
‘
享
保
丸
年
六
月
於
晶
玉

泉
寺
前
-
御
施
行
米
被
・
下
頂
戴
仕
り
、
共
の
米
を
母
陀
も
識
か
せ
可
』

申
矯
め
、
件
の
米
を
持
行
-
R
A
。
左
左
記
載
せ
り
。
按
宇
る
に
、
奮

藩
施
行
米
と
い
ふ
事
は
‘
三
登
記
花
、
元
和
三
年
七
月
十
六
日
芳
春

院
殿
御
逮
行
、
貧
困
寺
伴
翁
和
倫
繕
師
に
て
犬
法
合
執
行
、
犀
川
・
浅

野
川
に

τ米
施
行
‘
功
徳
甚
深
の
御
報
謝
共
捗
し
。
と
あ
り
。
是
施

行
米
の
事
の
記
録
に
見
ゆ
る
初
め
友
ら
ん
。
此
の
後
々
も
あ
る
ぺ
け

れ
ど
‘
所
見
た
し
。
玉
泉
寺
に
て
の
施
行
米
は
、
改
作
所
奮
記
陀
、

寛
文
九
年
九
月
乞
食
箆
=
御
技
一
十
二
日
よ
り
十
九
固
ま
で
、
犀
川
口

金
揮
官
蹟
志
巻
十
九

四

以
、
関
山
千
岳
締
師
b
拝
領
被
a
仰
付
-
候
。
外
諦
地
分
毎
年
地
子
銀
町
一

合
所
h
上
納
仕
来
候
。
以
上
。

文
化
八
未
年
十
一
月
金
滞
泉
寺
町
少
林
寺
印

寺
駐
葬
領
地
御
給
問
方

按
占
y
る
に
‘
延
貨
の
金
滞
固
に
記
載
す
る
間
尺
、
右
図
面
と
同
様
た

り
と
い
へ
ど
も
?
尻
地
は
三
十
五
問
一
尺
と
あ
り
。
右
寺
地
は
、
高

治
二
年
間
締
寺
上
申
書
に
、
野
町
民
而
千
五
十
歩
奔
領
仕
、
寺
建
立

可
v
仕
与
存
候
内
に
、
千
岳
長
老
h
被
v
遁
候
付
而
指
上
申
と
あ
り
て
、

正
保
四
年
八
月
開
蹄
寺
等
育
和
倫
願
に
依
っ
て
賜
は
る
慮
、
寺
諮
皆

無
ν
之
内
に
、
慶
安
四
年
千
岳
和
倫
b
被
v
遁
た
る
も
の
也
。
然
ら
ぽ
正

保
三
年
に
千
岳
和
倫
拝
領
と
あ
る
は
誤
也
。

O
E
泉

寺

前

此
の
地
は
、
奮
藩
中
は
玉
泉
寺
の
門
前
地
に
て
、
三
間
選
の
方
を
内

門
前
と
稽
し
‘
六
動
林
の
方
を
ぽ
外
門
前
地
と
呼
び
て
、
家
数
七
十

鈴
戸
あ
り
て
、
内
門
前
地
は
そ
の
か
み
入
口
に
門
戸
を
建
て
、
貨
に
寺

内
の
休
裁
窓
批
た
り
し
か
ど
、
明
治
慶
藩
の
際
、
諸
寺
の
門
前
地
底
止

の
時
、
彼
の
惣
門
を
も
取
除
き
た
り
。
但
し
内
門
前
地
の
家
共
.
明

治
四
年
三
月
廿
三
日
六
動
林
出
火
の
節
、
多
分
焼
失
し
て
、
今
は
田

'
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